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波
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
。
日
本
の
近
代
に
翻
弄

さ
れ
た
植
民
地
の
作
家
李
光
沫
を
「
窓
」
と
し
て

日
本
を
見
つ
め
る
こ
と
を
目
的
と
位
置
づ
け
る
本

書
は
、
そ
の
問
い
を
問
い
続
け
る
た
め
に
こ
そ
、

多
く
の
入
に
読
ま
れ
て
欲
し
い
一
冊
だ
。

　
　
　
（
新
書
判
　
二
四
八
頁
　
二
〇
一
五
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
中
央
公
論
新
社
　
税
別
八
二
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
（
河
か
お
る
　
滋
賀
県
立
大
学
准
教
授
）

　
　
『
史
林
』
投
稿
規
定

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ

論
説
　
1
段
組
5
4
字
×
1
9
行
の
体
裁
で
、
三
二
〇

　
　
〇
〇
字
以
内

研
究
ノ
ー
ト
　
2
段
組
2
9
字
x
2
0
行
の
体
裁
で
、

　
　
二
〇
〇
〇
〇
字
以
内

研
究
動
向
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、
三

　
　
二
〇
〇
〇
字
以
内

史
料
紹
介
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、
三

　
　
二
〇
〇
〇
字
以
内

書
評
・
論
文
評
　
2
段
組
、
八
○
○
○
字
以
内

紹
介
　
3
段
組
、
一
二
〇
〇
字
程
度

◇
原
稿
の
種
類
を
明
示
す
る
こ
と
。

◇
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
本
文
や
注
だ
け
で
な
く

　
謝
辞
や
図
表
・
翻
刻
を
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

　
紙
幅
に
収
め
る
こ
と
。

◇
注
は
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と
。

◇
「
欧
文
タ
イ
ト
ル
」
を
添
付
す
る
こ
と
。

◇
論
説
に
は
「
要
約
」
（
四
〇
〇
字
以
内
）
を
添

　
付
の
こ
と
。
「
要
約
」
は
上
記
の
紙
幅
制
限
の

　
対
象
外
と
す
る
。

◇
論
説
お
よ
び
概
究
ノ
ー
ト
の
投
稿
者
は
、
掲
載

　
が
決
定
し
た
時
点
で
、
「
欧
文
要
約
」
（
六
〇
〇

　
～
八
○
○
語
程
度
）
を
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、

　
英
文
要
約
に
限
り
、
翻
訳
に
よ
る
作
成
依
頼
に

　
も
応
じ
る
が
、
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
す
る
。

◇
投
稿
に
際
し
て
は
、
（
1
）
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

　
一
部
も
し
く
は
P
D
F
フ
ァ
イ
ル
、
お
よ
び

　
（
2
）
電
子
デ
ー
タ
を
送
付
す
る
。
電
子
デ
ー

　
タ
に
関
す
る
詳
細
は
下
記
「
補
足
」
の
く
電
子

　
デ
ー
タ
作
成
要
領
〉
を
参
照
。
電
子
デ
ー
タ
を

　
準
備
で
き
な
い
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
事
務
局

　
ま
で
連
絡
す
る
こ
と
。

◇
図
版
を
用
い
る
場
合
は
、
下
記
「
補
足
」
の
く
図

　
版
作
成
要
領
〉
に
従
っ
て
作
成
、
添
付
す
る
こ

　
と
。

注
意
　
編
集
委
員
会
に
お
い
て
、
印
欄
技
術
上
、

　
図
版
の
修
正
や
特
殊
活
字
の
作
成
を
要
す
る
と

　
判
断
し
、
こ
れ
を
業
者
に
委
託
し
た
場
合
に
は
、

　
そ
の
経
費
の
一
部
、
数
千
円
～
数
万
円
を
負
担

　
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
解
下

　
さ
い
。

送
り
先
　
史
林
編
集
委
員
会

〒
六
〇
六
人
五
9
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内
　
史
学
研
究
会

　
　
『
史
林
』
投
稿
規
定
「
補
足
」

〈
電
子
デ
ー
タ
添
付
要
領
〉

・
電
子
デ
ー
タ
は
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
、
C

　
D
－
R
、
C
D
－
R
W
、
U
S
B
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ

　
モ
リ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
保
存
し
て
郵
送
す
る

　
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
郵
送
に
不
便
が
あ
る
な

　
ど
の
事
由
で
、
メ
ー
ル
に
よ
る
投
稿
を
希
望
す

　
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
事
務
局
に
問
い
合
わ

　
せ
る
こ
と
。

・
本
文
の
電
子
デ
ー
タ
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・

　
ワ
ー
ド
、
一
太
郎
、
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
い

　
ず
れ
か
の
形
式
で
保
存
し
、
保
存
形
式
（
O
S

　
お
よ
び
使
用
ソ
フ
ト
）
を
明
示
す
る
こ
と
。

・
図
版
に
電
子
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、

　
ω
O
O
儒
官
以
上
の
解
像
度
と
す
る
。
ソ
フ
ト

　
（
臼
蕉
ω
甫
讐
o
N
や
勺
げ
0
8
の
げ
8
な
ど
）
や
バ
ー

　
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
事
前
に
照
会
・
確
認
を
す
る

　
こ
と
。
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〈
図
版
作
成
要
領
〉

・
本
文
原
稿
申
に
図
版
の
割
付
箇
所
を
注
記
す
る

こ
と
。

・
仕
上
寸
法
は
、
最
大
で
恥
㎜
×
m
㎜
（
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
込
み
）
と
す
る
こ
と
。

・
図
お
よ
び
写
真
は
、
仕
上
寸
法
の
2
倍
（
薦
骨

4
倍
）
程
度
で
作
成
し
、
希
望
縮
尺
率
を
明
記

す
る
こ
と
。

・
図
は
、
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
や
製
図
用
ケ

ン
ト
紙
な
ど
に
製
図
用
イ
ン
キ
で
明
瞭
に
描
く

こ
と
。
そ
の
際
、
線
の
太
さ
を
　
定
に
保
つ
た

め
、
製
図
用
ペ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し

　
い
。

・
図
中
の
文
字
は
写
真
植
字
を
用
い
て
印
刷
す
る

の
で
、
鉛
筆
書
き
す
る
か
、
上
に
ト
レ
ー
シ
ン

グ
ペ
ー
パ
ー
を
重
ね
該
当
箇
所
に
文
字
の
み
を

書
き
入
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
レ

タ
リ
ン
グ
や
ワ
ー
プ
ロ
文
字
を
原
図
に
貼
り
付

け
る
場
合
は
、
仕
上
般
階
の
鮮
明
度
を
配
慮
す

　
る
こ
と
。

・
写
真
は
、
原
版
が
十
分
に
鮮
明
で
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
明
瞭
な
も
の
を
選
ぶ
こ
と
。
な
お
、
巻
頭

に
ア
ー
ト
紙
で
印
刷
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場

合
は
、
割
付
・
仕
上
等
は
編
集
委
員
会
で
調
整

す
る
。
そ
の
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
す
る
。

・
表
は
、
仕
上
を
配
慮
し
て
、
文
字
数
や
表
現
法

　
を
工
夫
す
る
こ
と
。
原
表
の
掲
載
を
希
望
す
る

　
場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
、
図
版
に
準
じ
た

　
体
裁
を
整
え
る
こ
と
。

注
意
　
図
表
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
投
稿
者
に

　
修
正
を
依
頼
す
る
か
、
編
集
委
員
会
が
修
正
し

　
ま
す
（
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
な
り
ま
す
）
。

〈
論
文
等
の
電
子
的
公
開
に
つ
い
て
〉

・
著
者
が
論
文
等
を
任
意
の
サ
ー
バ
ー
に
、
機
関

レ
ポ
ジ
ト
リ
等
を
使
っ
て
公
表
す
る
場
合
は
、

以
下
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
を
要
す
る
。
こ
の

条
件
を
満
た
す
限
り
に
お
い
て
、
本
会
へ
の
承

諾
伺
い
は
不
要
と
す
る
。

イ
）
　
唖
史
林
』
の
版
面
を
そ
の
ま
ま
P
D
F
フ

　
ァ
イ
ル
な
ど
に
し
て
公
開
す
る
場
合
は
、
掲

　
再
起
刊
行
後
、
二
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
）
　
論
文
の
出
典
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

　
ハ
）
　
営
利
目
的
で
な
い
こ
と
。

（
二
〇
｝
四
年
一
月
改
定
）

　　受

　　贈

　（誌

　o

O五
一年
六一
年一
五月
月二
九六
日日
vs

法
学
家
（
中
國
人
民
大
學
）
二
〇
～
五
－
五

社
会
経
済
史
学
（
社
会
経
済
史
学
会
）
八
一
－
三

史
　
と
美
術
（
史
　
美
術
応
急
会
）
八
五
九

九
州
国
際
大
学
　
法
学
論
集
（
九
州
国
際
大
学
法

　
学
会
）
二
一
－
一
・
二
・
三
合
併
号

海
事
史
研
究
（
日
本
海
事
史
学
会
）
七
二

考
古
学
報
（
中
国
社
会
科
学
考
古
学
研
究
所
）
二

　
〇
一
五
一
四

文
化
史
學
（
文
化
史
学
会
）
七
一

大
美
和
（
大
神
神
社
社
務
所
）
＝
二
〇

神
道
史
研
究
（
神
道
史
学
会
）
六
三
－
二

立
命
館
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
よ
り
（
立
命

　
館
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
二
三
一
二

信
旧
離
（
信
濃
冬
毛
†
ム
万
）
六
七
一
一
二

人
文
學
（
同
志
社
大
学
人
文
学
会
）
一
九
六

國
史
學
（
国
史
学
会
）
二
一
七

史
上
雑
誌
（
史
學
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
一
二
四
－
一
一

韓
国
民
族
文
化
（
釜
山
大
曲
校
韓
国
民
族
文
化
研

　
究
所
）
五
七

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
　
⊥
ハ
四
〇
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龍
谷
史
壇
（
龍
谷
大
学
史
学
会
）
一
四
一

茨
城
大
学
入
文
学
部
紀
要
社
会
科
学
論
集
（
茨
城

　
大
学
人
文
学
部
）
六
〇

茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要
　
人
文
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　
シ
ョ
ン
学
科
論
集
（
茨
城
大
学
人
文
学
部
）
一

　
九

九
州
国
際
大
学
経
営
経
済
論
集
（
九
州
国
際
大
学

　
経
済
学
会
）
ニ
ニ
ー
一

東
方
塾
長
報
（
東
方
学
会
）
一
〇
九

ア
ジ
ア
概
究
所
所
報
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
一
六
一

立
命
館
法
眼
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
三
六
二

経
済
科
学
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

　
科
）
山
ハ
｝
ニ
ー
二

日
本
歴
史
（
臼
本
歴
史
学
会
）
入
…
二

〉
累
↓
缶
菊
○
℃
○
い
○
O
H
O
＞
い
ω
O
溝
乞
○
図
（
↓
冨

　
○
膝
。
巨
冒
霞
g
同
。
琉
↓
出
国
》
窯
↓
類
園
○
勺
O
－

　
い
○
O
H
O
＞
い
ω
○
○
日
6
＜
○
閃
護
℃
℃
○
乞
）
一

　
二
三
一
二
（
寛
℃
磐
Φ
ω
①
ω
巴
Φ
ω
）

》
累
8
自
菊
○
℃
○
い
○
0
8
》
い
Q
り
○
旨
窯
○
国
（
↓
冨

　
○
臨
。
邑
一
ε
露
鉱
。
願
↓
国
国
》
宏
↓
出
刃
○
℃
O
－

　
U
O
O
回
O
＞
い
○
り
O
O
H
図
潔
く
○
閃
窯
H
℃
℃
0
2
）
一

　
二
三
…
三

史
　
と
美
術
（
史
遊
美
術
同
孜
会
）
八
六
〇

日
本
民
俗
学
（
日
本
民
俗
学
会
）
二
八
四

政
治
経
済
史
学
（
B
本
政
治
経
済
史
学
研
究
所
）

　
五
七
七
一
五
八
八

韓
國
史
研
究
彙
報
（
韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
）
　

　
七
〇
・
一
七
一

東
洋
史
研
究
（
東
洋
史
研
究
会
）
七
四
－
三

国
家
學
會
雑
誌
（
国
家
学
会
事
務
所
）
一
二
八
－

　
一
～
・
一
二

人
文
研
究
（
小
樽
商
科
大
学
）
　
～
三
〇

東
方
學
報
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
京
都

　
九
〇

日
本
学
刊
旨
〉
℃
》
乞
田
ω
国
ω
6
¢
U
田
ω
（
中
国
社

　
会
科
学
院
日
本
研
究
所
中
華
日
本
学
会
）
二
〇

　
一
五
．
六

史
學
研
究
（
十
島
史
學
研
究
會
）
二
九
〇

信
濃
（
償
濃
史
学
ム
瓜
）
　
山
墨
入
1
一

人
文
學
報
（
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
）

　
○
＜
H
H
H

法
学
家
（
乱
丁
人
民
大
童
）
二
〇
　
五
一
六

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
六
四
一

国
史
談
話
会
雑
誌
（
東
北
大
学
国
史
談
話
会
）
五

　
六

史
前
雑
誌
（
盆
立
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
一
二
四
－
一
二

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
一
九
六

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
一
九
八

文
化
（
東
北
大
学
文
学
会
）
七
九
1
　
・
二

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
八
＝
二

法
益
志
林
（
法
政
大
学
法
學
志
林
協
会
）
二
三

　
－
一

法
學
志
林
（
法
政
大
学
法
學
志
林
協
会
）
＝
三

　
－
二

國
立
墓
溝
大
型
　
考
古
人
類
學
刊
（
國
立
盗
溝
大

　
學
大
学
院
人
類
學
系
）
八
三

中
央
研
究
院
　
歴
史
語
書
研
究
所
集
刊
（
中
央
研

　
究
院
歴
史
語
雷
研
究
所
）
八
六
一
四

桃
山
歴
史
・
地
理
（
京
都
教
育
大
学
史
学
会
）
五

　
一東

方
學
（
東
方
學
會
）
＝
三

九
州
国
際
大
学
教
養
研
究
（
九
州
国
際
大
学
教
養

　
学
会
）
ニ
ニ
ー
二

経
済
研
究
（
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
）
六
七
一
一

古
代
史
の
研
究
（
関
西
大
学
古
代
史
研
究
会
）
一

　
九

史
　
と
美
術
（
回
遊
美
術
同
君
会
）
八
六
一

肯
⊥
A
叩
館
濃
紫
木
皿
△
万
訟
醐
集
　
（
⊥
エ
A
叩
館
立
肱
業
社
△
寛
学

　
会
）
五
一
－
三

東
ア
ジ
ア
人
文
情
報
學
研
究
セ
ン
タ
ー
　
東
方
學

　
資
料
叢
刊
二
一
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西
洋
史
論
叢
（
早
稲
田
大
学
西
洋
史
研
究
会
）
三

　
七

東
洋
學
文
献
属
目
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

　
附
属
漢
学
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
）
二
〇
＝
二
年

　
度

史
學
（
三
田
史
学
会
）
八
五
一
四

経
済
論
究
（
九
州
大
学
大
挙
院
経
済
学
会
）
一
五

　
三

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
　
九
九

一
〇
霞
器
一
〇
暁
乞
o
N
夢
＄
ω
け
〉
ω
一
磐
田
ω
8
曙

　
（
乞
。
吋
跨
＄
ω
脅
〉
臨
き
田
ω
8
蔓
男
。
∬
巳
蝕
8
）

　
一
二
一
二

8
冨
一
2
5
巴
9
↓
興
臥
8
民
圃
毘
鋤
面
住
ζ
錠
匠
B
Φ

　
ω
け
鼠
奮
（
瓢
。
吋
笹
＄
ω
け
〉
臨
霧
匹
ω
8
曙

　
閃
o
o
乱
讐
6
⇔
）
三
一
一

皇
閉
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
年
報
（
皇

　
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
）
二

美
術
研
究
（
東
京
文
化
財
研
究
所
）
四
一
七

史
學
雑
誌
（
史
學
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
～
二
五
－
一

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
六
八
…
二

一
橋
研
究
（
一
橋
大
学
大
学
院
一
橋
研
究
編
集
委

　
員
会
）
四
〇
1
三
（
通
巻
一
入
三
）

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
六
四
二

瞬
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
八
一
四

↓
Φ
匡
8
蔓
鋤
巳
ω
＄
ω
噌
函
嶺
誓
曽
子
（
三
。
薯
叫

　
零
舜
刈
量
（
東
北
亜
歴
史
財
団
）
）
一
〇

日
本
学
研
究
（
金
沢
工
業
大
学
日
本
学
研
究
所
）

　
一
八

專
修
史
学
（
専
修
大
学
歴
史
学
会
）
五
九

人
文
地
理
ハ
人
文
地
理
学
会
）
六
七
－
五

史
　
と
美
術
（
史
遊
美
術
同
密
会
）
八
六
二

二
二
（
関
西
大
学
史
学
・
地
理
学
会
）
一
二
三

中
山
大
学
学
報
　
社
会
科
学
版
（
中
山
大
学
学
報

　
編
集
部
）
五
五
一
四

中
山
大
学
学
報
　
社
会
科
学
版
（
中
山
大
学
学
報

　
編
集
部
）
五
五
；
五

中
山
大
学
学
報
　
社
会
科
学
版
（
中
山
大
学
学
報

　
編
焦
小
部
）
　
五
五
－
山
ハ

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
一
九
七

帝
京
史
学
（
帝
京
大
学
文
学
部
史
学
科
）
三
～

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
二
〇
〇

史
論
（
京
都
教
育
大
学
歴
史
・
地
理
学
研
究
会
）

　
二
一

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
（
皇

　
白
丁
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
）
二

経
済
科
学
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

　
科
）
　
唱
酬
　
ニ
ー
＝
一

鹿
児
島
経
済
論
集
（
鹿
児
島
国
際
大
学
経
済
学
部

　
誉
†
A
耳
）
　
五
⊥
バ
ー
～
～
四
A
口
…
口
口
万

社
会
経
済
史
学
（
社
会
経
済
史
学
会
）
八
　
－
四

駿
台
史
學
（
駿
台
史
学
会
）
一
五
六

待
兼
山
論
叢
　
文
化
動
態
論
篇
（
大
阪
大
学
大
学

　
院
文
学
研
究
科
）
四
九

経
済
論
叢
（
京
都
大
学
経
済
学
会
）
一
八
八
－
四

経
済
論
叢
（
京
都
大
学
経
済
学
会
）
　
八
九
－
一

　
創
刊
一
〇
〇
年
記
念
號

経
済
論
叢
（
京
都
大
学
経
済
学
会
）
　
八
九
一
二

経
済
論
叢
（
京
都
大
学
経
済
学
会
）
一
八
九
－
三

人
文
學
（
同
志
社
大
学
人
文
学
会
）
一
九
七

巨
益
（
京
都
女
子
大
学
史
学
会
）
七
三

成
大
歴
史
學
報
（
國
立
成
功
大
學
歴
史
學
系
）
四

　
九

関
西
学
院
史
学
（
関
西
学
院
大
学
史
学
会
）
四
三

史
學
雑
誌
（
史
學
會
（
東
京
大
学
文
挙
部
内
）
）

　
～
二
五
ー
ニ

セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究

　
所
所
属
東
ア
ジ
ア
入
文
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
）

　
二
〇
一
五

韓
国
民
族
文
化
（
釜
山
大
量
校
韓
国
民
族
文
化
研

　
究
所
）
五
八

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
六
四
三
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法
政
史
論
（
法
政
大
学
大
学
院
日
本
史
学
会
）
四

　
三

立
命
館
産
業
社
会
論
集
（
立
命
館
産
業
社
会
学

　
会
）
五
一
一
四

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
六
八
…
三

日
本
常
民
文
化
紀
要
（
成
城
大
学
大
学
院
文
学
研

　
究
科
）
＝
＝

神
道
宗
教
（
神
道
宗
教
学
会
）
二
四
〇

神
道
宗
教
（
神
道
宗
教
学
会
）
二
四
一

皇
學
館
大
學
紀
要
（
皇
學
館
大
學
）
五
四

九
州
国
際
大
学
教
養
研
究
（
九
州
國
際
大
学
教
養

　
学
会
）
二
ニ
ー
三

社
会
学
年
誌
（
早
稲
田
社
会
学
会
）
五
七

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
八
一
五

ア
ジ
ア
研
究
所
紀
要
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
四
二

人
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
六
七
－
六

文
化
學
年
報
（
同
志
社
大
学
文
化
学
会
）
六
五

立
命
館
平
和
研
究
－
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ

　
ユ
ー
ジ
ア
ム
紀
要
1
（
立
命
館
国
際
平
和
ミ

　
ユ
ー
ジ
ア
ム
）
一
七

立
命
館
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
よ
り
（
立
命

　
館
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
二
三
－
三

東
洋
史
研
究
（
東
洋
史
研
究
会
）
七
四
…
四

史
　
と
美
術
（
史
　
美
術
同
声
会
）
八
六
三

古
代
文
化
（
古
代
學
協
會
）
六
七
一
四

史
観
（
早
稲
田
大
学
史
学
会
）
一
七
四

人
文
研
究
（
小
樽
商
科
大
学
）
；
二

立
命
館
文
學
（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
）
六
四
五

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
（
新
潟
県
立
歴

　
史
博
物
館
）
一
七

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
年
報
（
新
潟
県
立
歴
史
博

　
物
館
）
～
五

美
術
研
究
（
東
京
文
化
財
研
究
所
）
四
～
八

関
学
西
洋
史
論
集
（
関
学
西
洋
史
研
究
会
）

　
×
×
×
H
×

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
　
活
動
報
告
書
（
東

　
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）
二
〇
～
ニ
ー
二
〇

　
一
四

東
洋
文
化
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
概
究
所
）
九
六

経
済
論
究
（
九
州
大
学
大
学
院
経
済
学
会
）
～
五

　
四

経
済
科
学
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

　
科
）
山
ハ
＝
一
－
四

立
命
館
法
學
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
三
六
三
・

　
三
六
四
上

立
命
館
法
益
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
三
六
三
・

　
三
六
四
下

紀
要
　
史
学
（
中
央
大
学
文
学
部
）
六
一

駿
台
史
學
（
駿
台
史
学
会
）
一
五
七

日
本
研
究
　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

　
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）
五
二

愛
知
大
學
文
學
論
叢
（
愛
知
大
悪
文
学
会
）
一
五

　
三

考
古
学
報
（
中
国
社
会
科
学
考
古
学
研
究
所
）
二

　
～
六
－
一

史
學
研
究
（
廣
島
史
學
研
究
會
）
二
九
…

大
倉
山
論
集
（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）
六
二

史
學
雑
誌
（
史
冊
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
一
二
五
－
三

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
（
東
洋
大
学
）
六
九
史
料

　
科
篇
四
一

ア
ジ
ア
文
化
八
号
所
研
究
年
報
（
東
洋
大
学
ア
ジ

　
ア
文
化
研
究
所
）
五
〇

ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
年
報
（
東
洋
大
学
ア
ジ

　
ア
文
化
研
究
所
）
一
－
三
六
・
三
七
…
五
〇
号

　
総
目
次

藝
林
（
藝
林
會
）
六
五
－
一

日
本
学
刊
一
〉
℃
＞
Z
図
ω
国
ω
↓
d
u
田
ω
（
中
国
社

　
会
科
学
院
日
本
研
究
所
中
華
日
本
学
会
）
二
〇

　
一
六
二

法
学
家
（
下
竜
人
民
大
學
）
二
〇
一
六
一
一

飛
鳥
資
料
館
研
究
図
録
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
飛

　
鳥
資
料
館
）
一
九

古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報
（
専
修
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大
学
杖
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
）
二

一
橋
研
究
（
～
橋
大
学
大
学
院
一
橋
研
究
編
集
委

　
員
会
）
四
〇
一
四
（
通
巻
一
八
四
）

福
島
県
立
博
物
館
紀
要
（
福
島
県
立
博
物
館
）
三

　
〇

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
六
八
－
四

日
本
民
俗
学
（
日
本
民
俗
学
会
）
二
八
五

同
朋
大
学
佛
教
導
化
研
究
所
紀
要
（
同
朋
大
学
仏

　
教
文
化
研
究
所
）
三
五

同
朋
大
学
事
教
文
化
研
究
所
報
（
編
者
）
一
　
九

大
東
文
化
大
学
漢
學
會
誌
（
大
東
文
化
大
角
漢
學

　
会
）
五
五

経
回
學
研
究
（
九
州
大
学
経
済
学
会
）
ハ
ニ
ー
四

二
濟
學
研
究
（
九
州
大
学
経
済
学
会
）
八
二
一

　
五
・
⊥
ハ
A
口
慣
口
写

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
六
四
四

松
本
市
史
研
究
（
松
本
市
）
二
六

奈
良
史
学
（
奈
良
大
学
史
学
会
）
三
三

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
ム
筑
）
八
一
詣
ハ

学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
　
調
査
研
究
報
告

　
（
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）
六
〇

民
俗
学
研
究
所
紀
要
（
成
城
大
学
民
俗
学
研
究

　
所
）
四
〇

東
洋
文
化
研
究
（
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究

　
所
）
一
八

龍
谷
大
学
経
済
学
論
集
（
龍
谷
大
学
経
済
学
会
）

　
五
五
－
丁
二

國
史
學
（
国
史
学
会
〉
二
一
八

同
朋
大
學
論
叢
（
同
朋
タ
大
学
同
朋
学
会
）
一
〇

　
〇

〉
三
↓
心
知
○
勺
○
ピ
○
O
H
O
＞
い
ω
0
日
乞
0
国
（
8
冨

　
○
塗
。
輿
図
〇
窪
侍
臣
。
囲
↓
国
国
》
乞
↓
瓢
殉
○
勺
9

　
ピ
○
○
回
○
〉
い
ω
0
0
日
目
団
○
勾
Z
H
℃
℃
○
窯
）
　
一

　
二
四
…
一

栃
木
県
立
文
書
館
研
究
紀
要
（
栃
木
県
立
文
書

　
館
）
二
〇

栃
木
県
立
文
書
館
だ
よ
り
（
栃
木
県
立
文
書
館
）

　
五
八

山
口
大
彩
文
本
震
志
（
山
口
大
学
文
学
会
）
六
六

経
済
研
究
（
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
）
六
七
－
ニ

ア
ジ
ア
研
究
所
所
報
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
　
六
二

神
道
史
研
究
（
厚
目
道
史
学
A
耳
）
　
轟
ハ
四
1
～

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
二
〇
一

　
　
編
集
後
記

　
桜
前
線
の
北
上
に
心
躍
ら
せ
た
の
も
今
は
昔
、

京
都
に
は
ま
た
別
の
前
線
が
迫
っ
て
参
り
ま
し
た
。

こ
ち
ら
の
到
来
に
は
、
ま
っ
た
く
心
が
躍
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
後
に
は
、
暑
い
暑
い
京
都
の
夏
が
控

え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
訪
れ
に
、
今
か
ら
恐
れ
お

の
の
い
て
お
り
ま
す
。

　
史
林
九
九
巻
王
号
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
東

洋
史
、
西
洋
史
、
現
代
史
か
ら
の
論
説
が
一
本
ず

つ
に
、
地
理
か
ら
の
研
究
ノ
ー
ト
が
一
本
、
さ
ら

に
紹
介
が
二
本
と
多
彩
な
構
成
と
な
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
論
考
も
力
の
こ
も
っ
た
、
読
み
応
え
の

あ
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
誌
の
到
着
が
、

皆
さ
ま
に
と
っ
て
心
躍
る
も
の
と
な
れ
ば
幸
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
塩
野
崎
信
也
）

命
史
学
概
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
簿
6
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＼
芝
≦
≦
ω
冨
α
q
更
鼻
Φ
コ
ξ
舞
鉱
な
＼
ぎ
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賃
．
算
ヨ
一

＝。。

O
三
嬰
譜
翻
定
鍾
、
二
〇
〇
円

　
史
林
第
九
九
巻
第
三
号
（
通
算
第
五
七
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
古
田
本
町
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

　
　
　
　
　
ゆ
ロ
　
　
　

　
　
　
　
　
琶
A
懸
（
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七
五
）
七
五
三
－
二
七
八
七
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